



































































る図式が用いられ、 「学校知Jの矛盾が理論的に検討され総括された。 r学校知Jの矛盾とは、 6つの構
成要素のうちの、 「道具Jと f対象Jとの取り違え・逆転に基閃が求められる。 r学校知』の矛盾、特に
「対象」と「道具jの取り違え・迫転という観点を通じて、知的分野と道徳的、社会的形成の分野の内容
が批判的に分析された。ここでは「学校長日」の変革すべき方向を理論的・実践的に明らかにし明快に関示
し得た点が評価できる.
以1-.、本論文は混迷の様相を呈する現在の学校教育を、まず子どもの精神発達に照らしその擁護・評価
すべき点を理論的に解明し論述した点と、その上で学校における学習が抱える今日的な矛盾を克服し、変
革していく方向を理論的かっ具体的に示唆した点において独創的であると高く評価できる。よって本研究
は博士(学術)の学位を授与されるに値するものと判定した。
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